
エネルギー教育学習指導案（略案）

　　　　　　　　　　信州大学教育学部　　　川村康文

1． 単元名「エネルギーの活用」
2． 授業日時　　平成　　年　　月　　日（　）　第　　時限
3． 授業会場　　第一理科室、あるいはホール
4． 授業クラス　○○中学校○年○組　男子２０名　女子２０名　計４０名
５．本時の目標
生徒自らが，燃料電池模型自動車の工作とそれを動かす学習を通して，エネルギーに対して興味・関心を持ち，人類にとってエネルギー問題が，これからの重要な課題であることを認識し，エネルギー活用の方法論を学ぶ。
６．教材観
　　２１世紀は，いよいよ地球環境問題が深刻化し，そのなかでも，とりわけ地球の温暖化は猶予を許さない重大課題となってきている。化石燃料を現在のように贅沢に使い続けている生活からの脱却を図ると同時に，それにかわるエネルギー活用の方法が研究されている。特に今後は，水素エネルギー社会への移行が行われる可能性が高いと考えられている。このなかでは，燃料電池は重要な役割を果たすと考えられている。
４．生徒観
　　生徒は，地球環境問題について，これまで学校で学習は行ってきているが，環境技術に関する知識は十分ではなく，また環境意識もそう高くないのが現状である。　　
燃料電池に関しても，マスコミなどを通して，その用語については知っているが，原理を実体験した経験は少ないのが，2006年２月での現状である。
５．指導観
　　生徒自らに，環境技術に関する知識を身につけてもらいながら環境意識を高め，その延長線上で，生徒がエネルギー問題に対して強い関心をもてるように指導したい。特に，自らが工作した燃料電池で，模型の自動車を動かせることを，体験させることにより，環境科学技術研究の重要性を体感させたい。

６．本時の展開
	
	学習内容
	　教　師　の　活　動
	  生　徒　の　活　　動　
	留　意　点

	導

入

	あいさつ

（２分）

・いままでに知っているエネルギーの名前

（５分）

・いままでに知っているエネルギー技術

（５分）


	発問

「いままでに知っているエネルギーの名前を発表してください」

発問

「いままでに知っているエネルギー技術の名前を発表して下さい」

「燃料電池があがりましたね。今日は，手作り燃料電地で模型自動車を作ってみましょう。」
	· 熱エネルギー

· 電気エネルギー
· 力学的エネルギー(位置エネルギー､運動エネルギー)
· 化学エネルギーなど

· 太陽電池

· 風力発電

· 燃料電池

· 原子力発電

· 火力発電

· 水力発電など
	・対象の学年によって，既有知識が異なるので，注意する

	学
習内容
Ⅰ

	燃料電池
（２０分）


	発問

「燃料電池って原理を知っていますか」

発問

「水素と酸素を使って発電するのは正しいけれど，水素や酸素はどうすればいいのでしょうか」

「いい，質問ですね。電気で電気分解して，水素と酸素を作ってから，その水素と酸素で燃料電池にするのですか」

「二人とも，いいところに気づきましたね。今日は，手回し発電機を使って電気分解をし，燃料電池を作ってみましょう」
	「わからない」

「水素と酸素を使って，発電する電池です」

「水を電気分解するといいのじゃない？」

「燃料電池って電気を取り出すと思うけれど，電気で電気分解をするの？」

「それじゃ，意味ないよ。だって，それなら，電気を電気分解に使わないで，電気のままで使えばいいじゃない。」

「それなら，手回し発電機で，電気分解すれば，電気で電気分解しなくてもいいね。」

「それでも，意味があるよ。夜に電気は余っているけれど，電気は貯められないから，揚水発電所があるんだから，それと同じように，電気分解をして水素と酸素で電気の素を貯めておけばいいんじゃないかな」


	多様な意見を肯定的に受け容れるようクラス指導を行う。

	学習内容

Ⅱ


	燃料電池模型自動車の工作

（５０分）
	「いまから，フィルムケース型燃料電池を工作します。フィルムケースのふたに，電極として鉛筆の芯を差します。それから，コーヒーを入れて電解液とします。」

「フィルムケース型燃料電池の電解液を手回し発電機で電気分解します。そして，それらを４個を一組にして，並列に接続します。」

「模型自動車を工作し，モータを搭載し，モータと車輪を輪ゴムでつなぎます。」

「燃料電池模型自動車が動くことを確認します。」
	· フィルムケースのふたに鉛筆の芯を２本差す

· フィルムケースにコーヒーを八分目まで入れ，ふたをしめる。

· フィルムケース型燃料電池を手回し発電機で電気分解します。

· ４個を並列に接続します。

· 模型自動車を工作し，モータを搭載する。

· 輪ゴムで動力を伝える

燃料電池模型自動車が動くことを確認する。
	怪我がないように留意する

並列接続ができている留意する。

	
	燃料電池模型自動車を走らせる

（３０分）
	燃料電池自動車を走らせる。

どの班が，よく走るか，競争させる。よく走った班に発表をさせる。
	· 燃料電池自動車を長距離走らす。

· 班で距離を競走する。

· よく走った班が発表する。
	生徒に自主的に活動させるように促す。

	
	
	
	· 
	

	
	まとめ

（９分）
	燃料電池の仕組みを整理させる。

燃料電池の将来性を認識させる。
	· 燃料電池の仕組みを整理する。

· 燃料電池の将来を認識する。
	


７．反省
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